
　　人ロの動き

一1月1日現在一一

男4，809（一1）

女4，927（一1）

計9，736（一2）
世帯数2，331（一7）

　　（）前月比較
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1月の休日救急医

（神明町）
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2月上旬の予定

　口医院（下条）
誠堂医院（西浦町）

　田医院（本町西）

山
至
池

細
側
田

　
六
日
は
、
町
内
の
各
地
区
ご
と
に
出

初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
分
団
、
第
二
分
団
は
、
午
前
十

時
に
千
手
神
社
の
境
内
に
出
そ
ろ
い
、

降
り
し
き
る
雪
の
中
で
、
今
年
の
無
事

故
、
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。
　
（
昨

年
は
町
内
で
二
件
の
建
物
火
災
が
あ
り

ま
し
た
）

　
冬
期
間
は
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気

を
多
く
使
用
す
る
た
め
、
取
り
扱
い
の

不
注
意
に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

“
あ
と
で
よ
り
　
今
が
大
切
火
の
始

末
”

　
万
一
に
備
え
て
、
各
町
内
の
消
防
水

利
（
水
槽
、
消
火
栓
な
ど
）
の
除
雪
に

も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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議会

告報

　
第
五
回
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
十
八
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
の
五
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
十
八
日
に
は
、
十
氏
が
町
政
に
対
す
る
一

般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
十
九
日
は
、
五
十
八
年
度

の
各
会
計
決
算
の
認
定
が
主
で
し
た
。
二
十
日
は
休

会
と
な
り
、
二
十
一
日
に
は
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
終
日
の
二
十
二
日
は
、
各
会
計
の
補

正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　・　　　　　　　　．　　　　　　　　，　　　　　　　　o　　　　　　　■　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　〇　　　　　　●　　　　　　一　　　　　・　　　　　一　　　　　〇　　　　一　　　　・　　　　．　　　，　　　・　　　●　　曹　　o　　一　・　●　o
．．・

克
雪
モ
デ
ル
地
域
の

　
　
　
　
設
定
を

◇
上
　
村

広
　
治
議
員

①
生
薬
開
発
推
進
事
業
の
取
り
組
み
に

　
つ
い
て

　
川
西
町
で
も
適
地
適
作
を
す
る
た
め
、

薬
草
栽
培
を
研
究
さ
れ
取
り
上
げ
て
み

る
考
え
は
あ
る
か
。

②
克
雪
モ
デ
ル
地
域
の
設
定
に
つ
い
て

qD
上
野
の
国
道
か
ら
下
町
内
の
水
の
出

　
な
い
消
雪
パ
イ
プ
用
井
戸
の
手
当
は

ω
消
雪
パ
イ
プ
の
手
当
が
で
き
る
ま
で

　
の
機
械
除
雪
の
方
法
は

⑬
溜
池
の
用
水
を
冬
期
間
側
溝
や
川
に

流
し
て
消
雪
用
と
し
て
役
だ
て
る
た

め
の
土
地
改
良
区
と
の
協
議
は

｛　
雪
処
理
間
題
は
、
単
に
町
内
の
モ
ラ

ル
や
意
識
の
高
揚
を
う
た
っ
て
み
て
も

自
主
的
解
決
は
難
し
い
。
川
西
町
の
町

内
に
も
克
雪
モ
デ
ル
地
域
を
設
定
し
て

は
ど
う
か
。

⇔
南
　
雲
町
　
長

①新し

い
産
物
の
開
発
は
、
簡
単
に
は

い
か
な
い
。
実
践
に
移
す
前
に
、
新
農

村
地
域
定
住
促
進
事
業
の
ソ
フ
ト
活
動

を
通
じ
て
、
将
来
性
、
販
路
、
適
地
適

作
な
ど
に
つ
い
て
十
分
調
査
研
究
を
し

て
進
め
た
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

②
ω
消
雪
パ
イ
プ
用
井
戸
は
町
内
に
五

十
六
本
あ
る
。
こ
の
中
の
十
八
本
の
井

戸
は
十
分
に
機
能
し
な
い
状
態
に
あ
る
。

特
に
国
県
道
の
状
態
が
悪
い
。
県
で
も

町
の
要
請
を
受
け
、
昭
和
五
十
五
年
か

都
市
計
画
道
路
の

ル
ー
ト
は

◇
小
林
寅
雄
議
員

①
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

qD
川
西
側
計
画
道
路
の
ル
ー
ト
に
つ
い

　
て

ω
道
路
幅
員
等
の
計
画
に
つ
い
て

⑥
町
道
東
山
新
町
新
田
線
の
取
付
ル
ー

　
ト
に
つ
い
て

ら
手
当
を
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
で
回
復
が
追
い
付
か
な
い
の
が
実

状
で
あ
る
。
六
十
年
度
に
中
仙
田
の
十

八
号
井
、
次
に
上
野
の
十
号
井
、
高
原

田
の
八
号
井
と
い
う
順
で
回
復
事
業
を

進
め
て
い
く
。

の
県
で
も
町
の
状
況
を
十
分
に
知
っ
て

い
る
。
機
械
除
雪
で
こ
れ
に
対
処
す
る
。

㈹
川
西
ダ
ム
は
、
水
量
観
測
義
務
を
負

っ
て
い
て
、
建
設
省
に
対
し
て
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
解
除
さ

れ
な
い
か
ぎ
り
、
た
と
え
冬
期
間
だ
け

と
い
え
ど
も
目
的
外
の
使
用
は
で
き
な

い
と
い
う
県
農
地
部
の
見
解
が
あ
る
。

こ
の
時
点
で
土
地
改
良
区
と
協
議
に
入

る
段
階
で
は
な
い
。

　
克
雪
は
、
行
政
の
総
力
を
挙
げ
て
対

応
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
住
民
参
加
を

積
極
的
に
求
め
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

モ
デ
ル
地
域
の
設
定
も
、
新
し
い
問
題

と
し
て
検
討
し
た
い
。

㈲
答
申
計
画
道
路
の
変
更
に
伴
う
開
発

　
計
画
、
道
路
計
画
に
及
ぼ
す
影
響
に

　
つ
い
て

㈲
本
計
画
の
推
進
と
今
後
の
見
通
し
と

　
対
応
に
つ
い
て

②
克
雪
の
諸
施
策
に
つ
い
て

ω
克
雪
対
策
の
推
進
と
取
り
組
み
の
基

　
本
的
姿
勢
に
つ
い
て

㈹
来
年
度
の
消
雪
パ
イ
プ
敷
設
計
画
に

　
つ
い
て

㈹
来
年
度
の
流
雪
溝
設
置
計
画
に
つ
い

　
て

働
克
雪
事
業
の
導
入
計
画
に
つ
い
て

㈲
今
冬
の
道
路
の
除
排
雪
計
画
に
つ
い

　
て

㈲
受
益
者
負
担
の
導
入
に
つ
い
て

⇔
南
　
雲
　
町
　
長

①
q
D
国
鉄
水
路
橋
の
下
流
五
十
メ
ー
ト

ル
の
地
点
か
ら
現
道
沿
い
に
古
峯
神
社
。

に
上
り
、
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
南
側
に
出

て
昭
和
交
通
に
出
る
プ
ラ
ン
が
あ
る
。

計
画
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、
さ

ら
に
地
元
協
議
を
進
め
て
い
く
。

㈹
両
側
に
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を

取
り
、
全
幅
を
十
ニ
メ
ー
ト
ル
に
し
た

い
。

⑥
克
雪
を
中
心
と
し
た
将
来
の
町
づ
く

り
の
た
め
に
は
東
山
新
町
新
田
線
に
つ

な
ぐ
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

儀
山
野
田
原
ル
ー
ト
案
が
あ
っ
た
が
、

な
ん
回
と
な
く
検
討
が
加
え
ら
れ
た
結

果
、
先
の
ル
ー
ト
に
到
達
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
で
山
野
田
原
の
開
発
が
遅
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
の
声
が

あ
る
が
、
取
付
道
路
の
開
削
と
平
行
し

て
総
合
的
な
開
発
計
画
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

㈲
橋
の
ほ
う
は
、
六
十
年
度
か
ら
実
施

設
計
に
入
る
考
え
で
あ
り
、
取
付
道
路

に
つ
い
て
は
、
一
部
用
地
買
収
に
入
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
建
設
省
と
県
に

対
し
て
は
、
新
し
い
橋
の
完
成
を
六
十

五
年
度
目
標
で
お
願
い
し
た
い
と
陳
情

を
し
て
い
る
。
取
付
道
路
に
つ
い
て
も

こ
れ
ら
を
め
ど
に
実
施
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

②
q
D
五
十
九
年
度
か
ら
克
雪
対
策
の
一

環
と
し
て
、
克
雪
住
宅
の
融
資
制
度
を

取
り
入
れ
た
。
希
望
者
に
は
満
額
の
予

算
化
を
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

ω
川
西
町
は
地
下
水
に
余
裕
が
な
い
。

消
雪
パ
イ
プ
の
計
画
は
根
本
的
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
。
特
に
国
鉄
の
新
し
い

発
電
所
問
題
と
も
か
か
わ
り
合
い
を
持

ち
、
地
下
水
の
状
態
の
観
測
を
積
極
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

⑥
流
雪
溝
は
、
六
十
年
度
か
ら
一
部
道

路
の
側
溝
改
良
と
い
う
形
で
、
町
費
で

進
め
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

㈲
防
雪
事
業
な
ど
が
あ
る
が
、
川
西
町

に
順
番
が
回
っ
て
く
る
の
は
近
い
将
来

に
つ
い
て
は
難
し
い
。
六
十
年
度
は
、

除
雪
機
械
の
導
入
、
増
強
に
よ
っ
て
当

座
を
し
の
ぎ
た
い
。

6
き
め
細
か
い
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

㈲
来
シ
ー
ズ
ン
に
実
施
を
す
る
と
い
う

方
向
で
、
早
め
に
対
応
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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図
書
館
、
公
民
館
建
設
の

　
　
　
　
将
来
展
望
は

◇
田
中
与
三
郎
議
員

①
文
化
活
動
に
つ
い
て

①
町
に
は
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
民

　
間
団
体
が
多
く
あ
る
が
、
町
と
し
て

　
後
援
す
る
考
え
は

㈹
独
立
し
た
図
書
館
、
独
立
し
た
公
民

　
館
建
設
の
将
来
展
望
は

’
②
給
与
の
人
事
院
勧
告
と
現
況
に
つ
い

　
て

　
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
は
、
国
の
責

任
に
お
い
て
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

川
西
町
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

③
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
予
算
の
見

　
通
し
に
つ
い
て

⇔
南
　
雲
　
町
　
長

①
q
D
文
化
団
体
は
、
現
在
の
よ
う
な
あ

り
方
が
望
ま
し
い
と
存
じ
て
い
る
。

⑫
独
立
公
民
館
、
図
書
館
の
展
望
は
、

地
域
の
教
育
力
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
の
場
、
あ
る
い
は
芸
術
文
化
を

高
め
る
場
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
現
状
で
は
財
政
的
に
も

困
難
で
あ
り
、
見
通
し
が
立
て
に
く
い
。

②
人
事
院
は
、
国
会
と
内
閣
に
対
し
、

公
務
員
の
給
与
を
六
・
四
四
パ
ー
セ
ン

ト
引
き
上
げ
る
よ
う
勧
告
を
し
、
政
府

は
引
上
率
を
三
・
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
に

決
め
た
。
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
民

間
賃
金
と
の
平
均
的
格
差
を
基
準
と
し

て
出
さ
れ
る
人
事
院
勧
告
に
準
じ
る
こ

と
に
し
て
い
る
、
と
受
け
止
め
て
い
る
。

③
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
の
実
質
的

固
定
資
産
税
率
の

　
　
　
　
引
き
下
げ
方
法

◇
小
林
正
人
議
員

①
固
定
資
産
税
率
の
軽
減
に
つ
い
て

qD
六
十
年
度
か
ら
な
ん
年
計
画
で
標
準

　
税
率
ま
で
引
き
下
げ
る
の
か

⑭
条
例
改
正
は
い
つ
提
案
さ
れ
る
の
か

②
部
落
所
有
の
公
民
館
、
集
会
所
等
の

　
宅
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
免
税

　
に
つ
い
て

　
公
民
館
、
集
会
所
等
の
地
上
物
件
は

公
共
の
た
め
に
使
用
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
免
税
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
宅

地
も
同
じ
目
的
と
解
す
る
の
で
、
免
税

の
対
象
と
考
え
ら
れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

⇔
南
　
雲
　
町
　
長

①
①
財
政
事
情
が
許
せ
ば
、
六
十
年
度

以
降
毎
年
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
の

引
き
下
げ
を
実
施
し
て
、
六
十
二
年
度

に
は
標
準
税
率
の
一
．
四
パ
ー
セ
ン
ト

の
適
用
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
先
行
き
の
見
通
し
が
極
め
て
つ
け

な
伸
び
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
と

と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
町
税
も

固
定
資
産
税
の
税
率
の
引
き
下
げ
と
も

絡
み
、
増
収
は
軽
微
に
と
ど
ま
る
と
見

て
い
る
。
歳
出
で
は
、
学
校
建
設
や
信

濃
川
架
橋
関
連
の
問
題
、
克
雪
対
策
、

定
住
促
進
対
策
、
あ
る
い
は
産
業
の
振

興
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
豊
か
で
活
力

あ
る
町
づ
く
り
を
目
ざ
し
な
が
ら
も
、

財
政
構
造
の
改
善
に
か
な
り
の
力
点
を

お
い
た
う
え
で
編
成
を
し
た
い
。

答弁する南雲町長

に
く
い
時
代
で
あ
る
の
で
、
慎
重
に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。㈹

税
条
例
の
改
正
は
三
月
の
定
例
会
に

提
出
し
た
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
六
十
年

度
に
適
用
す
る
一
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
の

税
率
を
上
程
す
る
の
み
に
と
ど
め
た
い
。

②
地
方
税
法
の
非
課
税
の
範
囲
に
は
含

ま
れ
な
い
と
一
般
的
に
は
解
さ
れ
て
い

る
。
よ
そ
の
例
も
聞
き
合
わ
せ
の
う
え
、

検
討
を
し
て
み
た
い
。

情

報
公
開

実
施
の
考
え
は

◇
戸
田
専
治
議
員

①
情
報
の
公
開
に
つ
い
て

　
情
報
の
公
開
と
は
、
役
場
が
保
有
す

る
各
種
の
情
報
を
、
町
民
の
請
求
に
応

じ
て
提
供
し
、
町
民
の
知
る
権
利
を
保

障
す
る
こ
と
だ
が
、
町
長
は
実
施
す
る

考
え
を
お
持
ち
か

②
公
印
の
使
用
に
つ
い
て

　
町
長
は
、
公
印
を
押
す
こ
と
に
つ
い

て
の
区
分
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て

い
る
の
か
。

③
保
健
セ
ン
タ
ー
的
な
も
の
を
造
る
と

　
い
う
構
想
の
も
と
で
町
が
取
得
し
た

　
土
地
に
つ
い
て

　
こ
の
構
想
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。

④
再
び
「
簿
書
の
安
全
保
管
の
た
め
の

　
金
庫
式
書
庫
」
に
つ
い
て

　
火
災
、
盗
難
等
か
ら
簿
書
を
守
る
た

め
、
金
庫
式
書
庫
（
書
類
を
収
蔵
す
る

倉
庫
）
の
建
造
を
提
案
す
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。

⇔
南
　
雲
　
町
　
長

①
情
報
公
開
制
度
の
動
き
は
早
い
テ
ン

ポ
で
広
が
っ
て
い
る
。
新
潟
県
は
、
六

十
年
度
制
度
化
に
向
け
て
準
備
中
で
あ

る
。
私
も
立
候
補
に
際
し
、
公
約
の
一

つ
に
情
報
の
公
開
を
掲
げ
た
。
町
民
参

加
の
行
政
の
実
を
上
げ
る
た
め
に
も
ぜ

ひ
必
要
な
措
置
で
あ
る
と
の
認
識
を
持

っ
て
お
り
、
前
向
き
で
検
討
を
し
て
い

る
。
こ
の
制
度
に
は
、
文
書
の
整
理
を

す
る
な
ど
の
事
前
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

②
役
場
処
務
規
則
に
ょ
っ
て
取
り
扱
っ

て
い
る
。

③
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
総
合
開

発
計
画
で
は
六
十
年
度
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
が
、
国
の
予
算
の
削
減
傾
向
と

希
望
市
町
村
の
関
係
か
ら
六
十
年
度
は

見
込
め
な
い
実
状
に
あ
る
。
国
の
補
助

率
は
三
分
の
一
と
比
較
的
低
い
。
川
西

町
で
は
六
十
一
年
度
以
降
と
い
う
事
情

に
な
っ
て
い
る
。
指
摘
の
土
地
は
、
五

十
八
年
度
か
ら
上
野
小
学
校
の
農
園
と

し
て
暫
定
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

④
町
の
所
持
、
収
蔵
す
る
簿
書
は
、
住

民
の
権
利
、
義
務
に
か
か
わ
る
重
要
物

件
で
あ
る
の
で
、
特
に
安
全
管
理
を
旨

と
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
基
本

的
な
事
項
で
あ
る
。
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る

テ
ー
プ
化
、
書
庫
の
新
築
、
役
場
の
増

築
な
ど
の
考
え
方
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら

と
込
み
に
し
て
前
向
き
に
検
討
を
す
る

段
階
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

リ

…
・
一
般
質
問
の
掲
載
は
、
紙
面
の
都
㎝

り

…
　
合
で
質
問
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
…

（
議
会
報
告

　
　
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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般
質
問

霧
谷
埋
立
地
に
は

　
汚
水
処
理
施
設
が
必
要

◇
滋
　
野

郎
議
員

①
霧
谷
ゴ
ミ
埋
立
地
に
汚
水
処
理
施
設

　
を

　
十
日
町
市
．
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

の
施
設
で
あ
る
こ
の
埋
立
地
に
、
最
終

汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
の
汚
水
処
理
場

を
造
る
計
画
が
あ
る
か
。
六
十
年
度
に

は
霧
谷
の
沢
の
下
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

擁
壁
を
造
り
、
埋
立
地
の
汚
水
を
一
か

所
に
集
水
し
、
沈
砂
池
を
造
る
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
こ
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

通
じ
て
、
室
島
高
倉
十
日
町
線
県
道
わ

き
に
最
終
汚
水
処
理
場
を
一
日
も
早
く

造
っ
て
も
ら
い
た
い
。

霧
　
谷
　
埋
　
立
　
地

　
　
　
　
　
　
灘鞭

⇔
南
　
雲
町
　
長

①
私
も
霧
谷
埋
立
地
に
は
汚
水
処
理
施

設
が
早
急
に
必
要
だ
と
い
う
認
識
に
立

っ
て
い
る
。
現
在
は
一
般
廃
棄
物
の
ほ

か
に
一
部
の
産
業
廃
棄
物
が
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
る
。
六
十
年
度
に
施
工
が
予

定
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
は
、
埋

立
地
の
覆
土
の
安
定
化
と
汚
水
の
集
水

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
埋
立

地
の
安
全
確
保
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
環
境
汚
染

を
招
か
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
た
い
。

今
冬
の

　
　
　
克
雪
対
策
は

◇
戸
田
哲
次
議
員

①
今
冬
の
克
雪
対
策
に
つ
い
て

　
五
六
豪
雪
、
五
九
豪
雪
と
立
て
続
け

に
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
町
で
は
豪

雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
議
会
の
雪
害

対
策
特
別
委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
で
、

除
雪
対
策
や
道
路
除
雪
等
を
強
力
に
行

い
、
町
民
の
足
を
確
保
し
た
。
あ
れ
以

来
、
議
会
で
も
、
流
、
融
雪
溝
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
の
要
望
や
、
町
の
考
え

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
が
、
当
局

は
ど
の
よ
う
な
克
雪
対
策
を
立
て
て
い

る
か
。
ま
た
、
新
大
橋
の
取
付
道
路
に

付
帯
す
る
流
雪
溝
の
問
題
等
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
な
の
か
。

⇔
南
　
雲
町
　
長

①
雪
は
町
中
に
同
時
に
降
っ
て
く
る
。

こ
れ
を
短
期
間
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
い
か
な
る
方
法
、
手
段
を
選

択
し
て
効
率
的
に
行
う
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
に
な
る
。
処
理
方
法
と
し
て
は
、

消
雪
パ
イ
プ
、
機
械
力
、
川
の
流
れ
な

ど
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
地
域
の

お
か
れ
て
い
る
条
件
に
最
も
適
合
し
た

方
法
が
選
択
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
克

雪
問
題
は
、
長
期
的
に
も
最
大
の
課
題

と
受
け
止
め
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◇
高
橋
建
設
課
長

　
新
大
橋
に
付
帯
す
る
道
路
の
流
雪
溝

は
、
設
計
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は

可
能
か
と
思
う
が
、
上
部
団
体
の
指
導

を
得
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

モ
デ
ル
事
業
の

　
　
　
早
期
完
成
を

◇
保
坂
次
夫
議
員

①
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
早
期

　
完
成
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
使
用
料
に
つ
い

　
て

　
モ
デ
ル
事
業
は
始
め
て
か
ら
八
年
に

　
　
　
　
　
　
ち
ょ
く

な
る
が
事
業
の
進
捗
率
が
悪
い
。
千
手

地
区
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
と
洗
い
場
施

設
の
工
事
も
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、

地
区
民
は
町
分
担
金
条
例
に
よ
っ
て
、

毎
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
分
担
金
を
納
め

て
協
力
し
て
い
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

②
干
手
地
区
に
も
下
水
道
施
設
を

　
将
来
千
手
地
区
に
下
水
道
施
設
を
設

置
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

③
そ
の
後
の
十
日
町
市
下
水
道
処
理
施

　
設
の
汚
泥
と
産
業
廃
棄
物
の
処
理
の

　
話
し
合
い
の
状
況
に
つ
い
て

　
十
日
町
市
と
の
話
し
合
い
は
、
安
易

な
妥
協
は
し
な
い
と
町
長
は
先
の
一
般

質
問
で
答
弁
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
話

し
合
い
状
況
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

⇔
南
　
雲
　
町
　
長

①
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
が

年
々
増
え
て
い
る
が
、
国
の
予
算
は
伸

び
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
予
算
配
分

は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
川
西
町
の
全
体
事
業
は
い
つ
に

な
っ
た
ら
完
成
す
る
の
か
め
ど
が
立
た

な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
事
業
内
容
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
五
十
九
年
度
は
、
モ
デ
ル

事
業
の
対
象
を
、
新
規
の
も
の
に
は
手

を
つ
け
ず
、
継
続
の
も
の
を
極
力
短
期

間
で
終
や
す
方
法
を
採
っ
た
。
六
十
年

度
は
、
集
落
排
水
施
設
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ

施
設
の
二
つ
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
高
橋
建
設
課
長

　
現
在
供
用
開
始
の
で
き
る
ど
こ
ろ
と
、

以
後
数
年
か
か
る
と
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
な
い
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
の
推

進
対
策
協
議
会
で
使
用
料
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⇔
南
　
雲
町
　
長

②
フ
ラ
ッ
シ
ュ
事
業
が
い
つ
終
わ
る
か

を
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
時
点
で
、
下
水

道
事
業
に
ま
で
論
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
下
水
道
事
業
が
い
ら
な
い
事

業
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

③
十
一
月
一
日
に
事
務
段
階
の
打
ち
合

わ
せ
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
の
十
日

町
市
の
要
望
事
項
と
し
て
は
、
五
か
年

見
当
で
霧
谷
で
下
水
道
処
理
施
設
の
汚

泥
を
埋
立
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で
沈
砂

池
を
造
り
万
全
を
期
し
た
い
。
ま
た
、

示
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
住
民
協
議
に

入
っ
て
ほ
し
い
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
川
西
町
か
ら
は
、
市
の
恒
久
対

策
が
完
全
で
な
い
現
状
で
は
、
住
民
協

議
に
入
れ
る
状
況
で
な
い
。
一
般
廃
棄

物
処
理
問
題
に
つ
い
て
も
万
全
の
措
置

を
講
じ
る
の
が
先
決
で
あ
る
。
最
終
の

処
理
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
な
ど
と

伝
え
て
あ
る
。
下
水
道
の
汚
泥
は
十
分

の
処
理
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
一
方
的
に

川
西
町
が
被
害
を
被
る
立
場
に
あ
る
。
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農
業
生
産
組
織
の

　
　
　
　
育
成
強
化
を

◇
平
野
圭
　
二
議
員

①
農
業
生
産
組
織
の
育
成
強
化
に
つ
い

　
て

　
町
長
は
、
町
政
の
基
本
と
し
て
農
業

立
町
を
掲
げ
、
そ
の
政
策
の
中
に
生
産

組
織
の
育
成
強
化
を
挙
げ
て
い
る
。
わ

が
川
西
町
と
し
て
は
当
然
と
は
い
え
、

最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
農
地
離
れ

の
結
果
は
故
郷
へ
の
愛
着
を
失
い
、
人

口
の
流
失
と
な
る
。
こ
れ
を
防
止
し
、

か
つ
農
業
の
合
理
化
政
策
に
順
応
す
る

に
は
、
生
産
組
織
の
力
に
よ
る
よ
り
ほ

か
に
な
い
と
思
わ
れ
る
。
目
下
生
産
組

織
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

人
材
の
育
成
、
組
織
の
強
化
と
将
来
へ

の
検
討
、
経
済
援
助
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。⇔

南
　
雲
町
　
長

①川西町の

基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
。

そ
の
農
業
の
近
代
化
に
よ
っ
て
労
働
力

が
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
を
各
人
が
新
た

な
所
得
の
増
大
に
振
り
向
け
て
い
る
。

川
西
町
農
業
の
中
心
と
な
っ
て
く
れ
る

の
が
、
農
業
構
造
改
善
事
業
や
地
域
農

政
特
別
対
策
事
業
等
を
通
じ
て
組
織
さ

れ
た
生
産
組
織
で
あ
る
。
川
西
町
に
と

っ
て
、
生
産
組
織
の
存
在
は
貴
重
な
も

の
で
あ
り
、
そ
の
育
成
強
化
は
ゆ
る
が

せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
九
月
に
農
業
委
員
会

に
対
し
、
農
業
生
産
組
織
の
強
化
育
成

対
策
に
つ
い
て
諮
問
を
し
た
。
十
二
月

二
十
五
日
に
は
答
申
を
く
だ
さ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
答
申
の
中
で
必
要
を
も
の

は
六
十
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い

く
な
ど
、
誠
意
を
持
っ
て
こ
れ
を
実
行

に
移
す
決
意
で
あ
る
。

農
道
維
持
管
理
料
を

減
額
し
な
い
よ
う
に

◇
若
山
三
郎
議
員

①
県
ぽ
幹
線
道
路
お
よ
び
農
道
の
定
義

　
に
つ
い
て

　
道
路
行
政
上
の
基
本
と
な
る
事
柄
な

の
で
条
理
的
な
定
義
に
つ
い
て
所
見
を

伺
う
。

②
農
道
維
持
管
理
料
に
つ
い
て

　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
造
成
完
了
と

と
も
に
機
能
交
換
で
国
に
帰
属
し
た
道

路
等
に
つ
い
て
、
農
道
維
持
管
理
料
と

し
て
町
か
ら
五
百
万
円
の
補
助
金
が
土

地
改
良
区
に
出
て
い
る
が
、
当
面
十
年

く
ら
い
は
増
額
し
て
も
減
額
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
望
み
た
い
。

⇔
南
　
雲
町
　
長

①
町
道
は
道
路
法
上
の
道
路
で
あ
る
が
、

農
道
に
は
規
定
が
な
い
。
農
道
を
私
な

り
に
定
義
づ
け
る
と
、
主
と
し
て
、
あ

る
い
は
も
っ
ぱ
ら
農
業
の
用
に
供
さ
れ

る
道
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
幹
線

道
路
は
町
道
に
認
定
さ
れ
、
東
山
新
町

新
田
線
と
し
て
町
で
管
理
を
し
て
い
る
。

農
道
に
つ
い
て
は
一
般
論
と
し
て
、
町

に
管
理
義
務
は
な
い
。
幹
線
道
路
は
、

町
内
の
総
合
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
他
市
町
村
に
類
例
の
な
い
捕

助
金
を
出
し
て
い
る
。

②
土
地
改
良
区
に
対
し
、
主
線
農
道
な

ど
の
維
持
管
理
委
託
料
と
し
て
五
百
万

円
を
支
出
し
て
い
る
。
将
来
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
建
設
に
要
し
た
事
業
費
に

対
す
る
補
助
金
、
受
益
農
家
負
担
の
事

業
費
用
等
を
概
算
し
て
、
農
家
負
担
の

範
囲
で
こ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
考
え
も
あ
る
。
ま
た
、
完
全
廃
止
す

べ
し
と
い
う
論
も
あ
り
、
今
後
検
討
を

重
ね
た
い
。

58年度決算を認定

総額で

1億4，313万円の
　　　　　黒字

　58年度の各会計決算が別表のと

おり認定されました。

　一般会計では、過去最高の1億

円台という大幅な黒字繰越となり、

特別会計を含めての繰越総額は、

1億4，313万円となりました。

　これは、厳しい財政事情の中で、

経費節減のために努力を積み重ね

た結果ともいえますρ

単位：円58年度各会計の決算状況

会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 差引額
一　般　会　計 2，934，170，547 2，826，858，954 107，311，593

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 443，600，275 440，112，693 3，487，582

国　保　診　療　所 80，591，395 84，827，416 △4，236，021

仙田へき地出張診療所 19，446，221 26，582，854 △7，136，633

老　　人　　保　　健 443，980，223 444，405，245 △425，022

農業共済事業 83，164，340 39，809，061 43，355，279

簡易水道事業 48，426，031 47，644，928 781，103

合　　　　　　　　計 4，053，379，032 3，910，241，151 143，137，881

条
例
の
改
正

▽
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
老
人
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

▽
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の
一
部

改
正

▽
乳
児
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
会

　
の
一
部
改
正

▽
妊
産
婦
及
び
乳
児
の
医
療
費
助
成
に

　
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措

　
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
川
西
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

　
給
料
表
な
ど
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

給
与
は
平
均
で
三
・
三
七
パ
ー
セ
ン
ト

の
ア
ッ
プ
で
す
。

報
告
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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架
橋
関
連
測
量
調
査
に

　
八
百
十
七
万
円
を
追
加

▽
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
三
号
）

　
既
定
の
予
算
に
九
百
八
十
万
五
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

豪雪対策本部を設哩ヨ

れ
二
汗
九
億
鼻
千
八
十
万
玉
チ
円
乏
t

ま
し
た
。
近
代
化
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金
の
千
八
万
一
千
円
の
増
と
、
信
濃

川
架
橋
関
連
測
量
調
査
負
担
金
の
八
百

十
七
万
円
の
増
な
ゼ
が
あ
り
ま
す
。
、

▽
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
四
号
）

　
千
八
百
十
六
万
八
千
円
を
追
加
し
、

総
額
は
二
十
九
億
二
千
八
百
九
十
七
万

三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
は
、
追

　町では、先月28日の午前10時に

豪雪対策本部を設置しました。

　この日の午前9時現在の積雪は
233cmでした。1

　雪による事故や危険箇所を発見

された方は、ただちに役場の豪雪

対策本部〔智68）3111有線2133〕

へ連絡願います。

灘

（単位：cm）

川西町の

　積雪状況
講

難灘
，

鍵
舞

　
難

　
縣

灘

月　日 60年 59年 58年 57年 56年

1・1 260 132 50 14 220

1・5 228 155 42 15 257

役場の玄関に

豪雪対策本部

の看板が立つ

加
分
が
全
額
普
通
交
付
税
で
す
。
歳
出

で
は
、
職
員
の
給
料
、
手
当
関
係
が
主

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
五
十
九
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
　
、
（
第
三
号
）

　
五
万
円
の
追
加
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
五
十
九
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
（
第
一
号
）

　
百
七
万
四
千
円
の
追
加
で
す
。

▽
五
十
九
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療

ラ
違

　
　
う

ゐ
唖
工

中
“

　
　
　
　
　
グ

の
！
ひ

　
　
　
　
　
　
ノ

　
U

斎木マスエさん

冷静に救助を待っ

　
先
月
三
十
日
午
後
五
時
三
十
分
ご
ろ
、

国
道
4
0
4
号
線
・
室
島
地
内
の
ス
ノ

ー
シ
ェ
ー
ド
か
ら
小
脇
方
面
五
十
メ
ー

ト
ル
付
近
で
、
道
路
わ
き
の
斜
面
か
ら

幅
三
十
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
十
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
っ
て
雪
崩
が
起
き
、
室
島
へ

向
か
っ
て
歩
い
て
い
た
小
脇
の
斎
木
マ

ス
エ
さ
ん
が
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
七
時
ご
ろ
帰
宅
し
た
ご
主
人
の
定
夫

さ
ん
は
こ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
村
の
人

と
現
場
へ
急
ぎ
ま
し
た
。

所
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
（
第
一
号
）

五
十
一
万
三
モ
円
⑳
追
茄
で
す
。

▽
五
十
九
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
　
　
（
第
二
号
）

総
額
は
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
。

▽
五
十
九
年
度
地
域
休
養
施
設
特
別
会

計
補
正
予
算
　
　
（
第
三
号
）

　
千
七
百
六
十
万
円
の
追
加
で
、
予
算

総
額
は
九
千
八
百
八
十
一
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
は
、
売
上
収
入
を

　
役
場
へ
は
小
脇
の
区
長
か
ら
九
時
四

十
分
に
連
絡
が
入
り
、
九
時
四
十
四
分

に
分
遣
所
へ
連
絡
、
消
防
団
へ
の
出
動

命
令
は
九
時
五
十
一
分
に
出
ま
し
た
。

　
警
察
署
員
、
消
防
団
員
、
一
般
協
力

者
な
ど
合
わ
せ
て
七
十
人
の
方
々
が
懸

命
の
救
助
活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
翌
三
十
一
日
の
午
前
零
時
三
十
分
、

雪
の
中
の
ほ
の
か
な
灯
り
を
発
見
、
そ

の
部
分
を
堀
り
、
七
時
問
ぶ
り
に
マ
ス

エ
さ
ん
を
助
け
出
し
ま
し
た
。
同
四
十

五
分
救
急
車
に
収
容
し
、
一
時
三
十
八

分
十
日
町
病
院
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
エ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
　
「
山

際
を
歩
い
て
い
た
ら
ボ
ソ
ボ
ソ
と
雪
が

落
ち
て
き
て
、
立
っ
た
ま
ま
埋
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
片
手
で
顔
の
回
り
の

雪
を
除
き
、
呼
吸
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
七
時
半
ご
ろ
ま
で
時
計
を
見

な
が
ら
救
助
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、

息
が
苦
し
く
な
り
、
そ
の
後
の
こ
と
は

ま
っ
た
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
マ
ス
エ
さ
ん
は
、
七
時
間
も
三
メ
ー

千
三
百
八
十
一
万
三
千
円
増
と
し
、
歳

出
で
は
、
事
業
費
に
千
七
百
四
十
三
万

一
．
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

▽
五
十
九
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
　
　
（
第
一
号
）

　
百
二
十
万
円
の
追
加
で
す
。

▽
五
十
九
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　
算
（
第
一
号
）

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
を
七
百
三
十

七
万
三
千
円
追
加
す
る
な
ど
で
す
。

ト
ル
余
り
の
雪
の
下
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
雪
雪
崩
の
た
め
雪
が
軟
ら
か

か
っ
た
こ
と
、
山
が
さ
を
か
ぶ
り
、
電

池
を
持
つ
な
ど
身
仕
度
が
よ
か
っ
た
こ

と
、
冷
静
に
救
助
を
待
っ
て
い
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
三
日
に
は
、
ケ
ガ
も
な
く
元
気
に
退

院
さ
れ
ま
し
た
。

5
0
5
ゆ
5
4
～
ψ
5
ψ
5
4
～
ρ
5

心
温
ま
る
光
景

　
先
月
三
十
日
の
こ
と
。
下
平
新
田
の

町
営
住
宅
で
、
三
、
四
人
の
男
の
方
と

四
、
五
人
の
女
の
方
が
屋
根
の
雪
下
ろ

し
を
し
て
い
ま
し
た
。
住
宅
に
お
住
い

の
先
生
の
教
え
子
の
父
兄
の
方
々
で
し

た
が
、
棟
続
き
に
な
っ
て
い
る
両
隣
の

屋
根
ま
で
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
き
れ

い
に
し
ま
し
た
。
自
分
の
屋
根
の
雪
下

ろ
し
が
た
い
へ
ん
な
と
き
、
心
温
ま
る

光
景
で
し
た
。
　
（
下
平
新
田
、
小
川
清

次
さ
ん
の
お
便
り
か
ら
）
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新年のごあいさつ

川西冊長

雄春雲南

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和

六
十
年
の
さ
わ
や
か
な
新
春
を
迎
え
、
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
平
素
町
勢
の
伸
展
の
た
め
、
特
段
の
．
こ

鉱
聯
」
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
四
十
年
ぶ
り
の
豪
雪
で
明
け
、

雪
消
え
の
遅
れ
や
冷
夏
予
報
な
ど
で
、
不
安
の
多

い
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
は

葉
た
ば
こ
の
売
り
上
げ
二
億
円
割
れ
の
ほ
か
、
一

昨
年
多
か
っ
た
火
災
も
ボ
ヤ
ニ
件
で
済
み
、
米
は

大
豊
作
を
記
録
し
て
七
万
俵
出
荷
を
達
成
す
る
な

　
　
　
　
　
　
　
り

ど
、
概
し
て
平
穏
裡
に
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
ま

こ
と
に
ご
同
慶
に
堪
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
は
昭
和
も
還
暦
を
数
え
、
六
十
年
代
の
除

幕
を
迎
え
ま
し
た
。
内
外
の
情
勢
は
ま
こ
と
に
「

厳
し
い
」
の
一
言
に
尽
き
る
感
が
い
た
し
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
年
末
決
定
し
た
昭
和
六
十
年
度
国
家

予
算
案
は
、
累
積
す
る
国
債
の
元
利
償
還
の
重
荷

の
た
め
に
、
一
般
歳
出
は
引
き
続
い
て
削
減
さ
れ

て
い
ま
す
。
加
え
て
地
方
団
体
に
一
一
率
に
一
部
の

負
担
を
転
嫁
す
る
な
ど
、
苦
し
い
手
段
を
講
じ
て

い
ま
す
。
私
は
、
国
家
財
政
事
情
を
直
視
す
る
と

き
、
こ
れ
は
単
な
る
一
時
的
現
象
で
は
止
ま
ら
ず
、

今
後
は
新
税
創
設
を
含
む
緊
縮
基
調
は
、
ま
す
ま

す
強
化
さ
れ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
℃

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
の
よ
う
な
先
行
き
不
透

明
な
事
態
に
対
応
し
得
る
町
財
政
体
質
強
化
を
図

る
こ
と
が
急
務
と
存
じ
ま
す
。

　
当
面
す
る
行
政
課
題
は
、
健
全
財
政
の
確
立
を

軸
と
し
な
が
ら
も
、
　
「
優
先
劣
後
」
を
厳
し
く
チ

エ
ッ
ク
し
、

①
住
民
に
密
着
し
た
克
雪
対
策
の
強
化

②
若
者
に
定
住
・
雇
用
の
場
を
与
え
る
企
業
誘
致

③
農
業
生
産
の
拡
大
と
、
経
営
の
合
理
化

　
を
強
く
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
克

雪
対
策
は
、
議
会
の
ご
要
請
に
こ
た
え
「
克
雪
基

本
計
画
」
の
策
定
を
図
り
ま
す
。
企
業
誘
致
は
町

経
済
活
性
化
の
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
す
。

仙
田
地
区
の
定
住
嚢
導
入
と
併
せ
て
進
め
ま
す
．

農
業
は
、
年
末
に
農
業
委
員
会
か
ら
い
た
だ
い
た

答申の

方
針
に
添
っ
て
、
早
急
に
予
算
措
置
を
す

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
鉄
小
千
谷
第
二
発
電
所
、
信
濃
川
新

橋
架
設
と
取
付
道
路
の
整
備
や
、
そ
の
周
辺
開
発

等
々
、
重
要
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
皆
様
方

の
い
っ
そ
う
の
お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
自
愛
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町発展のために努力

川西町「議会議長

次清夘1
ヤ4

　
昭
和
六
十
年
の
新
春
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
謹
ん
で
町
民
皆
々

様
の
．
こ
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昭
和
の
年
号
も
い
よ
い
よ
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。

わ
が
国
に
は
高
齢
化
社
会
が
到
来
し
、
国
民
の
価

値
観
の
多
様
化
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
成
熟
化
が

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
の
経
済
面
に
あ
り
ま
し

て
は
、
長
年
続
い
て
い
る
景
気
の
低
迷
も
、
幸
い

に
し
て
昨
年
春
以
来
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が
見

え
て
来
た
と
か
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
魚
沼
地

方
で
は
、
産
業
の
中
心
が
米
穀
を
主
と
し
た
農
産

物
の
生
産
と
織
物
関
連
業
か
ら
な
っ
て
い
る
た
め
、

当
地
方
の
景
気
回
復
の
兆
し
は
程
遠
い
感
が
い
た

し
ま
す
。

　
幸
い
に
し
て
私
た
ち
川
西
町
に
あ
り
ま
し
て
は
、

三
年
続
き
の
豊
作
と
誘
致
工
場
が
年
々
逐
次
雇
用

の
増
加
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば

し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
昨
五
十
八
年
、
南
雲
町
長
が
就
任
後

間
も
な
く
樹
立
い
た
し
ま
し
た
川
西
町
の
第
四
次

総
合
開
発
計
画
に
は
、
一
つ
に
基
礎
的
条
件
の
整

備
、
二
つ
に
産
業
の
振
興
、
三
つ
目
に
福
祉
の
充

実
、
四
つ
に
生
活
環
境
の
整
備
、
五
つ
に
教
育
の

振
興
、
六
つ
に
行
財
政
の
適
正
化
、
七
つ
に
は
地

域
計
画
等
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
く

す
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
順
調
に
進
捗
し
、
昨
年
も

数
多
く
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
各
位
の
献
身
的
な
ご
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
ま
し

て
、
ま
ず
、
豪
雪
に
対
す
る
消
除
雪
対
策
や
水
資

　
　
か
ん

源
の
酒
養
開
発
・
確
保
、
住
民
の
福
祉
や
交
通
安

全
対
策
、
青
少
年
の
健
全
育
成
等
々
を
推
し
進
め

る
た
め
、
私
た
ち
地
方
自
治
に
携
わ
る
議
員
と
い

た
し
ま
し
て
は
心
を
新
た
に
し
て
お
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
一
万
町
民
の
信
託
に
こ
た
え
、
町
発
展
の
た
め
、

町
政
の
諸
問
題
と
行
政
の
方
向
付
け
、
指
針
等
を

慎
重
に
審
議
い
た
し
ま
し
て
、
町
民
各
位
の
ご
期

待
に
添
う
べ
く
、
最
大
の
努
力
を
い
た
す
決
意
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ん
た
つ

あ
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
と
ご
鞭
捲

を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
終
わ
り
に
臨
み
、
本
年
も
川
西
町
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
こ
い
ね
が
い
ま
し
て
、
新
年
の
．
こ
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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農
業
委
員
会
が

「
生
産
組
織
の
強
化
育
成
」
を
答
申

　
川
西
町
農
業
に
と
っ
て
不
可
欠
の
存

在
と
な
っ
て
い
る
生
産
組
織
が
、
近
年

農
業
ば
な
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
後
継
者

問
題
を
含
め
、
先
き
行
き
に
不
安
な
し

と
は
言
え
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
さ
ら
に

町
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
南
雲
町

長
は
、
昨
年
九
月
四
日
付
で
、
　
「
川
西

町
に
お
け
る
農
業
生
産
組
織
の
強
化
育

成
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を
川
西
町
農
業

委
員
会
に
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
全
農
家
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、

当
面
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

滋
野
会
長
か
ら
答
申
書
を
受
け
る
町
長

謹

を
拾
い
上
げ
、
そ
れ
を
中
心
に
審
議
を

重
ね
、
答
申
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
先

月
二
十
五
日
に
答
申
し
て
い
ま
す
。

　
答
申
書
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
産
組
織
の

　
　
現
状
と
問
題
点

①
生
産
組
織
の
体
系

　
川
西
町
で
は
、
農
業
の
構
造
改
善
を

町
と
農
業
関
係
団
体
、
農
家
が
一
体
と

な
っ
て
強
力
に
推
進
し
て
き
た
。
そ
の

実
践
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
、
農
業
の

近
代
化
を
推
進
し
て
き
た
の
が
生
産
組

合
と
そ
の
連
合
体
の
機
械
利
用
組
合
で

あ
る
。

②
生
産
組
織
の
加
入
状
況

　
農
業
生
産
組
織
の
加
入
状
況
は
、
千

手
地
区
が
八
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
上

野
地
区
が
七
六
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
橘

地
区
が
六
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

東
部
地
域
平
均
は
七
六
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。
西
部
地
域
は
五
八
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

③
生
産
組
織
の
加
入
面
積

　
千
手
地
区
が
三
百
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
八
六
・
八
％
）
、
上
野
地
区
が
百

九
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
七
二
二
％
）
、

橘
地
区
が
百
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
四
四
・

二
％
）
で
、
東
部
地
域
の
合
計
で
六
百

二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
七
〇
・
九
％
）

の
加
入
面
積
（
率
）
に
な
っ
て
い
る
。

西
部
地
域
は
育
苗
施
設
利
用
組
合
に
七

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
加
入
し
て
い
る
。

④
機
械
施
設
利
用
状
況

　
東
部
地
域
で
は
、
加
入
面
積
に
対
し
、

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
う
ん
が
六
八
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
、
代
か
き
六
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
、
田
植
六
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
コ

ン
バ
イ
ン
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
用
率

で
あ
る
。

　
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
利
用
率
は
、
千
手

地
区
が
九
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
上
野

地
区
六
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
橘
地
区

五
マ
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
仙
田
地
区
三

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
町
全
体
で
は

六
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
千
手
地
区

八
五
．
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
上
野
地
区
六

五
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
橘
地
区
六
四
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
部
地
域
平
均
で
は

七
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
利
用
率
は
、
県
下
一
で
あ

り
、
各
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
仕
上
げ
る

米
は
ほ
と
ん
ど
が
一
等
米
で
あ
る
。

⑤
生
産
組
織
の
経
営
内
容

　
機
械
施
設
の
更
新
期
を
迎
え
て
、
資

金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い
る
組
織
が
過
半

数
を
占
め
て
い
る
。

⑥
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

　
各
生
産
組
織
の
中
核
で
あ
り
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
な
る
べ
き
担
い
手
農
家
の

規
模
拡
大
が
進
ま
な
い
た
め
、
後
継
者

を
生
み
出
す
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
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改
善
す
べ
き
方
向

①
参
加
と
出
資
と
利
用
の
原
則

　
と
加
入
促
進

　
生
産
組
織
は
、
組
合
員
と
組
合
間
の

信
頼
関
係
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
発
展

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ

く
ま
で
も
参
加
”
出
資
”
利
用
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
全
組
織
が
早
急
に
こ

の
体
制
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

地
区
内
の
全
農
家
、
全
面
加
入
を
旨
と

し
、
未
加
入
者
の
加
入
を
強
力
に
推
進

す
べ
き
で
あ
る
。

②
中
核
農
家
（
担
い
手
農
家
）
育

　
成
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保

　
農
業
生
産
組
織
は
、
そ
の
中
核
を
な

す
農
家
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
確
保

が
重
点
事
項
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

こ
れ
ら
担
い
手
農
家
の
安
定
し
た
所
得

対
策
が
必
要
と
な
り
、
特
に
冬
期
間
の

就
労
対
策
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
。

③
機
械
施
設
の
更
新
の
た
め
の

　
利
子
補
給
制
度
の
創
設

　
減
価
償
却
期
間
の
経
過
等
に
伴
い
、

各
生
産
組
織
は
農
業
機
械
の
更
新
時
期

に
多
額
な
資
金
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
機
械
施
設
の
修
理
費
が
か
さ

ん
だ
り
、
転
作
に
よ
る
利
用
量
の
減
、

そ
れ
に
農
機
具
の
価
額
が
上
が
っ
た
り

で
、
資
金
調
達
に
は
一
様
に
苦
慮
し
て

い
る
。

　
そ
こ
で
そ
の
対
策
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

qD
地
域
再
編
整
備
資
金
制
度
な
ど
低
利

　
な
融
資
制
度
の
有
効
活
用

ラ佗
貸
付
利
率
に
対
す
る
利
子
補
給
制
度

　
（
二
～
三
％
く
ら
い
）
の
創
設

　
ほ
か
に
は
、
④
東
部
地
域
に
お
け
る

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改
善
、
⑤
ほ

場
条
件
の
改
善
、
⑥
稲
作
栽
培
技
術
に

よ
る
増
収
対
策
、
⑦
農
業
生
産
組
織
に

結
び
つ
く
農
地
流
動
化
対
策
、
⑧
農
業

生
産
組
織
の
育
成
指
導
の
強
化
、
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
●

町
長
が
抱
負
を
述
べ
る

　
「
川
西
の
町
勢
発
展
は
、
あ
く
ま
で

も
農
業
立
町
か
ら
な
る
と
い
う
基
本
姿

勢
で
貫
か
れ
て
い
る
。
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
厳
し
い
が
、
町
の
農
業
を
い

か
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
答
申
を
、
川
西

町
農
業
を
支
え
る
生
産
組
織
の
育
成
強

化
の
た
め
の
羅
針
盤
と
し
て
い
く
。
必

要
な
も
の
は
六
十
年
度
予
算
か
ら
実
行

に
移
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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たいせつな農地の

買・貸借1，よ売

農業委員会へ

農
地
の
売
却
や

　
　
　
貸
し
付
け
は

町
内
の
農
業
者
に
！

　
農
業
委
員
会
で
は
、
低
利
資
金
の
活

用
や
税
制
面
に
お
い
て
特
例
、
ま
た
は

特
典
の
あ
る
次
の
よ
う
な
事
業
を
農
家

の
た
め
に
行
い
、
農
地
の
流
動
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
動
さ
せ
る
相
手
方
は
、
川

西
町
の
農
地
を
守
る
た
め
、
で
き
得
る

限
り
「
川
西
町
内
の
農
業
者
に
」
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　
各
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
地
利
用
増
進
事
業

　
農
用
地
利
用
増
進
事
業
は
、
農
地
の

貸
し
借
り
な
ど
を
、
農
地
法
に
よ
ら
な

い
で
、
農
業
委
員
会
が
農
家
の
申
し
出

に
よ
り
、
権
利
の
設
定
、
移
転
の
計
画

を
ま
と
め
た
「
農
用
地
利
用
増
進
計
画
」

を
作
成
し
、
農
業
委
員
会
の
決
定
を
経

て
公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て

農
用
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
が
で
き
る

事
業
で
す
。
貸
し
借
り
が
終
わ
れ
ば
農

地
は
自
動
的
に
返
還
さ
れ
ま
す
し
、
離

作
料
等
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

売
買
登
記
の
事
務
も
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
貸
し
手
農
家
に
は
、
次
の
よ

う
な
農
地
流
動
化
奨
励
金
が
出
ま
す
。

＊
三
年
以
上
六
年
未
満
　
十
ア
ー
ル
当

　
た
り
八
千
円

＊
六
年
以
上
十
年
未
満
十
ア
ー
ル
当

　
た
り
二
万
円

＊
十
年
以
上
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
三
万

　
円

②
農
地
保
有
合
理
化
促
進
事
業

　
農
地
保
有
合
理
化
促
進
事
業
は
、
新

潟
県
農
業
公
社
が
農
地
を
買
い
入
れ
、

ま
た
は
借
り
入
れ
て
、
こ
れ
を
農
業
生

産
の
担
い
手
に
売
り
渡
し
、
ま
た
は
貸

し
付
け
る
事
業
で
す
。

　
な
お
、
借
り
入
れ
の
場
合
、
小
作
料

を
十
年
分
前
払
い
す
る
特
典
も
あ
り
ま

す
。
　
（
例
－
田
一
級
の
場
合
、
二
万
七

千
円
×
十
年
鮭
二
十
七
万
円
）

③
農
地
移
動
適
正
化
あ
つ
せ
ん
事
業

　
農
地
移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業
は
、

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
等
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
が
権
利
移
動
の
あ
っ
せ
ん

を
実
施
す
る
事
業
で
す
。
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〃
農
業
の
国
勢
調
査
”
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掲
糀
ち
娠
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鰹

農
．
．
髪
を
遷
財
．
郷

二
月
一
日
現
在
で
、
わ
が
国
の
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
蝋
＼
虫

④各種特典は
（1）税制上の特典

　④譲渡所得税

　　　特別控除　100万円が500

　　　　万円に

　◎登録免許税
　　　　　　　　50　　　　12　　ヶ
　　　税率軽減葡が了面δに
　　　　　（農地保有合理化促進事

　　　　業は煮）

　◎不動産取得税
　　　　　　　　　　　　　　　　　軽減措置　取得価格の互控

　　　　除
　　　　　（農用地利用増進事業の

　　　　場合は農用地区域外の農
　　　　振地域でも■控除）
　　　　　　　　　4
（2）農地取得資金

　　貸付限度額は一般的には200

　万円までですが、次の事業の場

　合、限度額が引き上げられます。

　④農業委員会あっ量ん・農地保

　　有合理化促進事業・1，000万

　　場合は農用地区域外の農
　　振地域でも■控除）
　　　　　　　4
農地取得資金

　貸付限度額は一般的には200

万円までですが、次の事業の場

合、限度額が引き上げられます

a）農業委員会あっ量ん・農地保

有合理化促進事業・1，000万

　　円
◎農用地利用増進事業　1，500

　　万円
　　　（年利率3．5％償還期限

一25年以内）轟
！へ〆　一、一

’　税制・金融面

　でも有利な

ト特例、特典が

数多くあります。

て
の
農
業
を
営
む
方
々
を
対
象
と
し
て
、

農
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
二
十
五
年
か
ら
五
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の

農
家
数
、
耕
地
面
積
、
農
業
経
営
の
概

況
な
ど
、
農
業
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、

農
業
に
関
す
る
各
種
施
策
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
農
業
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
食
料
を
安
定
的
に
供
給
す

る
と
と
も
に
、
国
土
や
自
然
環
境
の
保

全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
農
業
は
、

数
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ

の
解
決
の
た
め
に
各
種
施
策
の
充
実
強

化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
農
家
が
健
全
な
農

業
を
営
め
る
よ
う
、
需
給
の
動
行
や
地

域
の
実
態
に
即
し
た
農
業
生
産
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
基
盤
と
な
る

新
し
い
村
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
い
っ
そ
う

充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
農
業
セ
ン
サ
ス

は
、
こ
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
た
非
常
に
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
／
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
多

「
農
業
の
国
勢
調
査
」
な
の
で
す
。

　
特
に
、
川
西
町
は
、
昭
和
四
十
年
代

後
期
か
ら
五
十
年
代
初
期
に
か
け
て
実

施
し
た
県
営
ほ
場
整
備
事
業
、
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業
等
に
み
ら
れ
る
積

極
的
な
投
資
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
農

業
が
一
貫
し
て
町
の
主
要
産
業
で
あ
り
、

今
後
と
も
そ
の
方
向
は
変
わ
ら
な
い
と

予
想
さ
れ
る
現
状
で
す
の
で
、
農
業
セ

ン
サ
ス
は
今
後
の
町
づ
く
り
の
重
要
な

資
料
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

調
査
は
一
月
下
旬
か
ら

　
一
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に
か
け
て
、

そ
の
対
象
と
な
る
農
家
を
調
査
員
が
訪

問
し
、
各
項
目
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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昭和60年度

転作等目標面積は

　　104．2ヘクタール
ヒ較すると・　昭和60年度の転作等目標面積が，昨年12月20日

1．8％減　　　　　、
　　　’　に県かり別表のとおり配分内示されました。
二なってお
、　　　　　　国では、昭和60年度の転作等目標面積を決定す
三地等への　　　　　　　一　｛
＝　　　　　るに当たり、　r転作の疋着化と他用途利用米の生
ト

，o　　　　産確保、ゆとりある米管理の確保、過剰米発生防
）に各集落
、　　　　止などの点に留意した」としています。
1ので、水　　　　　”　　ひ

≧ご理解い　　川西町の60年度転作等目標面積

区　　　分 昭和60年度 昭和59年度
前年度比較
（60－59）

転作等目標面積 104．2hG 109．9ho △5．7ho

内
訳

転　　　　作 93．7 99．5 △5．8

他用途利用米
（生産予定数
量60kg／俵）

10．5
（801俵）

10．4
（808俵）

α1

（△7俵）

※他用途利用米の昭和59年度面積には青刈稲か
　らの移行分を含んでいない。

　各集落への配分は

　　　　2月中旬ごろ

　川西町への配分面積は104．2

触で、前年度の109．9hαに比べ

ると5．7肱少なくなっています。

　目標面積を前年度と比較すると

全国が4．3％減、県が4．8％減、

川西町では5．2％の減となってお

り、米産県や良質米生産地等への

配慮が加えられています。

　町では、2月中旬ごろに各集落

への配分を行う予定ですので、水

田利用再編対策の趣旨をご理解い

ただき、目標達成に向け、農家の

皆さん方をはじめ、関係各位のご

協力をお願いします。

　なお、昭和59年度の川西町の転

作達成率は、104．6％となって

おり、その内容も団地化率55％と

いう良好な成績でした。

「
鷺

優
秀
作
品
決
定
！

　
　
「
米
消
費
拡
大
標
語
」

　
「
お
米
・
ご
は
ん
．
健
康
」
等
を
テ

ー
マ
と
し
た
標
語
を
募
集
し
、
川
西
町

米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
で
審
査
し
た

結
果
、
次
の
標
語
が
優
秀
作
品
に
決
定

し
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

▽
一
席

＊
見
な
お
そ
う
米
の
お
い
し
さ
　
あ

り
が
た
さ
　
小
白
倉
・
田
中
貴
代
栄

▽
二
席

＊
米
の
味
　
ふ
る
さ
と
の
昧
母
の
味

　
　
　
　
　
小
白
倉
・
田
中
貴
代
栄

▽
三
席

＊
川
西
米
　
つ
く
っ
て
食
べ
て
　
健
康

家
族
　
　
　
中
仙
田
・
小
林
　
茂
人

＊
う
ま
い
米
　
み
ん
な
で
食
べ
て
　
健

康
づ
く
り
　
中
仙
田
・
小
林
　
茂
人

六
十
歳
か
ら
で
は
損
か
得
か

　
　
　
　
繰
り
上
げ
請
求
は

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
考
え
て

　
《
繰
り
上
げ
請
求
と
は
〉

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
・
通
算
老

齢
年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支
給
す

る
こ
と
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
ま
す

が
、
希
望
に
よ
っ
て
は
六
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
の
間
に
請
求
し
て
、
早
く

年
金
を
受
け
始
め
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
、
六
十
五
歳
前
に
年

金
を
受
け
る
こ
と
を
繰
り
上
げ
請
求

と
い
い
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
は
、
受
給
を
希
望

し
た
年
齢
に
応
じ
て
、
表
の
よ
う
に

圃　大正13年4月2日生まれの人が23年
　間納付した場合

r一一一一一。、脚。9一。一一1一。一一一一鱒曹マー一一。一印一一r韓一。葡一。。

i　i　i、5α一F，i…釧59擢

。　　1188・300円128％1域額
1鱗900円135％1減領腰
腰　42％1餓頑1
9　減頬　l　　　　I
l　　　　　　　　8　　　　　　　9
0　　　　　　　　1
0　　　　　　　9
0　　　　　　　　　8
愚

l
o

　
ヤ～

く
し

　
ノ

本
釆
の
受
給
年
齢
（
六
十
五
歳
）
か

ら
受
け
る
年
金
額
か
ら
一
定
の
割
合

で
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
《
減
額
は
生
涯
続
き
ま
す
〉

　
繰
り
上
げ
請
求
し
た
人
が
受
け
る

年
金
は
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
満

額
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
生
涯
同
じ

割
合
で
減
額
さ
れ
た
年
金
が
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
い
っ
た
ん
繰
り
上
げ
支
給

を
受
け
た
場
合
、
後
に
な
っ
て
年
金

額
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
請
求
を

癩
、
鷺

　
　
　
　
　
　
ぺ

｝
’
－
，
先
、

r
ー
》
　
：
ノ
濁

　
　
ノ
ノ

　
　
　
　
，
’

　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

聯　
　
老
齢
．
．

　
　
　
匠
年
金

腿取
り
消
し
た
り
、
繰
り
上
げ
を
希
望

し
た
年
齢
の
変
更
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。

3”，900円惹349，500円唇387，2001lj癒430，200川478，600円嚢537，塾Qql

65歳64歳63歳62歳61歳60歳

※年金額は58年度現在の額です

　
《
よ
く
考
え
て
慎
重
に
》

　
長
い
間
保
険
料
を
納
め
続
け
、
六

十
歳
に
な
ら
れ
た
人
に
と
っ
て
、
年

金
は
待
ち
遠
し
い
も
の
で
あ
り
、
早

く
受
け
た
い
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り

ま
す
が
、
　
「
み
ん
な
が
受
け
て
い
る

か
ら
」
と
か
「
先
の
こ
と
は
分
か
ら

な
い
」
な
ど
と
、
安
易
な
気
持
ち
で

請
求
し
ま
す
と
、
ほ
ん
と
う
に
年
金

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
少
な
い

年
金
で
は
後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
前
に
健
康

状
態
や
家
計
の
こ
と
な
ど
十
分
考
え

て
、
自
分
の
意
志
で
請
求
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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御
代

官
様
の
廻

　
上
野
と
千
手
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た

山
谷
組
二
十
か
村
（
桑
名
預
り
領
）
を

除
き
、
会
津
預
り
領
で
あ
っ
た
野
口
．

仁
田
、
・
友
重
・
弘
道
新
田
・
寺
ケ
崎
・

沖
立
・
宗
正
・
上
新
井
．
仙
田
の
村
々

が
幕
府
直
轄
領
に
復
し
て
、
脇
野
町
（

現
三
島
郡
三
島
町
）
か
ら
川
浦
代
官
所

（
現
中
頸
城
郡
三
和
村
）
へ
組
み
替
え

に
な
っ
た
の
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
直
轄
領
代
官
で
あ
づ
た
里
見
源
左
衛

門
は
、
こ
の
と
き
か
ら
安
政
五
年
（
一

八
五
八
）
に
転
任
す
る
ま
で
十
余
年
間

の
勤
役
中
に
、
お
お
む
ね
年
一
回
、
早

生
稲
が
刈
ら
れ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
そ

の
年
の
作
柄
を
調
べ
る
検
見
を
中
心
に

　
　
　
か
い

管
内
を
廻
村
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
ょ

う
ど
農
繁
期
に
差
し
掛
か
っ
て
、
御
代

官
を
お
迎
え
す
る
村
々
は
、
人
馬
の
継

ぎ
立
て
や
接
待
を
は
じ
め
に
手
落
ち
や

失
礼
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
諸
事
万

端
た
い
へ
ん
な
気
の
使
い
よ
う
で
あ
っ

た
。
・

　
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
九
月
五
日

の
こ
と
、
松
代
村
か
ら
名
ケ
山
の
薬
師

街
道
を
越
え
て
千
手
に
入
り
、
上
新
井

村
で
昼
食
を
終
え
た
御
代
官
里
見
源
左

衛
門
は
、
上
野
村
か
ら
仁
田
．
野
口
村

の
中
心
部
を
通
過
し
て
同
夜
は
真
人
村

　
に
泊
ま
っ
た
。
野
口
の
野
沢
家
文
書
に

寸右

よ
る
と
、
こ
の
日
の
御
継
立
は
両
村
の

中
間
で
あ
る
野
口
村
が
担
当
し
て
、
人

足
三
十
六
人
と
馬
三
匹
を
差
し
立
て
た
。

　
御
代
官
は
、
真
人
村
へ
の
途
中
で
野

沢
家
へ
御
留
陣
に
な
り
、
小
中
食
を
と

ら
れ
た
が
、
御
人
数
は
上
下
十
五
人
で

こ
の
と
き
の
部
屋
割
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

　
御
代
官
様
　
　
一
間

　
御
用
人
一
人
、
御
待
二
人
で
一
間

御
付
添
の
相
沢
、
福
原
、
桑
原
様
で

　
一
間

御
足
軽
二
人
、
小
者
三
人
で
一
間

　
御
手
廻
　
三
人
で
一
間

　
野
沢
家
で
は
、
小
中
食
の
前
に
生
酒

三
升
を
出
し
、
食
後
は
な
し
、
ぶ
ど
う

な
ど
の
果
物
で
も
て
な
し
て
い
る
。

　
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
八
月
二
十

九
日
に
も
、
川
浦
代
官
手
代
の
大
須
賀

　
　
　
　
　
　
　
つ
け

と
い
う
役
人
の
手
附
で
あ
っ
た
福
原
貞

蔵
、
相
沢
伝
五
郎
の
連
名
で
、
野
口
村

の
役
人
中
に
あ
て
て
御
代
官
様
御
廻
村

み
先
触
れ
が
順
達
ざ
れ
て
い
る
。
．
　
㌔

　
こ
の
た
び
、
御
代
官
里
見
源
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か

が
、
田
方
検
見
の
た
め
次
の
日
程
で
俄

に
管
内
を
御
廻
村
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
関
係
の
村
々
に
お
い
て
は
、
こ
の

御
廻
村
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
た
め
に
、

人
足
一
八
人
と
馬
四
匹
を
指
定
の
日
持

に
差
立
て
、
渡
船
の
有
之
場
所
で
は
船

を
用
意
し
て
そ
れ
ぞ
れ
継
立
て
る
よ
う

に
。
な
お
又
、
泊
り
宿
及
び
昼
食
宿
に

当
る
村
々
は
、
上
下
合
わ
せ
て
一
五
人

分
の
賄
を
用
意
し
て
諸
事
に
差
支
え
の

な
い
よ
う
に
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　
　
　
御
廻
村
の
日
程

　
九
月
一
日
、
明
六
つ
（
午
前
六
時
）

壌
雛
礪

に
川
浦
役
所
御
出
立
、
川
浦
、
沖
柳
、

願
聖
寺
（
昼
食
．
泊
）

代
（
泊
）
、
小
荒
戸

犬
伏

立
（
泊
）

田
、
（
泊
）

　
、
七
甘
、
川
口
（
昼
食
．
泊
）
、
西
川

　
二
日
、
大
嶋
（
昼
食
）
、
蒲
生
、
松

　
三
日
、
大
平
（
昼
食
）
、
松
代
（
泊
）
、

　
四
日
、
峠
（
昼
食
）
、
上
新
井
、
沖

　
五
日
、
弘
道
新
田
、
仁
田
、
野
口
（

三
ヵ
村
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
で
昼
食
）

　
六
日
、
真
人
よ
り
乗
船
、
牛
ケ
嶋
新

口
、
小
千
谷

　
八
日
、
真
人
（
昼
食
）
、
中
条
、
十

日
町
（
泊
）

　
九
日
、
六
箇
（
昼
食
．
泊
）

　
十
日
、
伊
達
（
昼
食
）
、
新
保
（
泊
）
、

貝
野

　
十
一
日
、
上
（
昼
食
）
、
藤
倉
（
泊
）
、

　
十
二
日
、
浦
田
口
（
昼
食
）
、
室
野
、

大
嶋
（
昼
食
、
小
中
食
か
）

　
十
三
日
、
岡
田
を
経
て
川
浦
御
帰
着

　
　
　
人
足
一
八
人
の
内
訳

九一一一四二
人人人人人人

　
御
代
官
様
の
ほ
か
に
も
、

な
く
て
突
然
訪
ね
て
く
る
御
役
人
が
し

ば
し
ば
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も
、
遺

漏
の
な
い
よ
う
に
お
相
手
、
・
接
待
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
つ
ど
か
な
り
の

交
際
費
が
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
七
月
一
日

に
、
江
戸
へ
向
か
う
御
役
人
（
山
崎
様
）

が
野
沢
家
へ
止
宿
し
た
が
、
こ
の
賄
の

た
め
に
使
い
走
り
の
汰
足
衆
五
人
が
買

い
出
し
な
ど
に
動
き
回
．
ゆ
、
女
衆
の
お

か
よ
、
お
ち
や
、
お
よ
し
、
お
き
く
の

四
人
が
勝
手
元
を
担
当
し
た
。
ち
な
み

に
、
　
「
郡
中
内
入
用
附
立
帳
」
か
ら
当

日
買
い
求
め
た
主
な
品
を
列
記
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
、
山
崎
と
い
う
人
物

が
い
か
に
た
い
せ
つ
な
御
客
様
で
あ
っ

具
足
ち
ょ
う

乗
物
一
挺
を
か
つ
ぐ

雨
掛
一
荷
を
運
ぶ

　
　
か
ご

合
羽
籠
一
、
荷
を
運
ぶ

竹
馬
一
荷
を
運
ぶ

か
ご

駕
籠
三
挺
を
か
つ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
先
触
れ
も

た
か
が
分
か
る
。

　
た
い

　
鯛
二
枚
、
あ
ま
だ
い
二
つ
、
さ
ざ
え

二
〇
個
、
大
か
ま
ぼ
こ
一
本
、
石
持
四

つ
、
あ
ら
二
本
、
小
鯛
二
枚
、
大
さ
ば

二
本
、
り
ん
ご
一
五
個
、
た
ま
ご
二
一

個
、
酒
五
升
、
他
に
油
、
ご
ぼ
う
、
し

い
た
け
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
し
ょ
う
油
な
ど
、

七
月
一
日
の
夕
飯
か
ら
翌
二
日
の
朝
食

に
要
し
た
費
用
は
金
一
朱
と
銭
十
八
貫

九
百
文
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
だ
け
の
金
と
銭
を
、
ヵ
キ
バ
ナ

シ
（
食
事
な
し
）
で
現
在
の
作
日
料
に

換
算
す
る
と
約
二
十
万
円
で
、
屈
強
な

ト
ウ
ド
衆
を
実
に
五
十
四
人
も
雇
え
る

こ
と
に
な
る
。
当
時
は
一
日
の
作
日
料

が
男
ミ
百
八
十
文
、
女
二
百
五
十
文
で

酒
一
升
の
値
段
は
二
百
五
十
文
で
あ
っ

　
な
ま
ざ
か
な

た
。
生
魚
は
、
家
で
ジ
ッ
と
し
て
い
て

も
移
動
販
売
車
が
売
り
に
来
る
現
在
と

違
っ
て
、
運
搬
や
保
存
が
た
い
へ
ん
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
鯛
一
枚
が
一
貫
二
百

文
、
小
鯛
一
枚
が
百
二
十
五
文
、
大
さ

ば
一
本
が
三
百
二
十
文
、
さ
ざ
え
一
個

が
十
九
文
、
大
か
ま
ぼ
こ
一
本
が
三
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

八
十
文
で
あ
っ
た
。
一
晩
に
灯
し
た
ロ

ウ
ソ
ク
代
が
し
め
て
五
百
文
で
、
生
活

必
需
品
の
食
用
油
が
一
合
百
五
十
文
で

買
え
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
生
魚
が
ず

ば
ぬ
け
て
高
価
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん

で
も
ど
う
に
か
買
い
求
め
て
食
膳
を
に

ぎ
わ
し
、
粗
相
の
な
い
よ
う
に
も
て
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
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舞一療碑駄
．一◎臨血、血㊥

　今回の「ひろば」では、全国高

校駅伝大会に出場した十日町高校

チームの川西中学校出身4選手か

らミ全国大会で感じたことヤを寄

稿していただき、それをまとめて

みました。

　「ひろば」ヘホットなお便りを

お寄せください。あて先は総務課

文書広報係です。各出張所、連絡

所に設置してあるr町政ポスト」

を利用いただいてもけっこうです。

全
国
高
校
駅
伝

　
　
　
十
日
町
高
校
は
2
時
間
1
5
分
8
秒

　
第
一
二
十
五
回
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大

会
（
七
区
間
42

．
1
9
5
キ
ロ
）
は
、

先
月
二
十
三
巳
に
京
都
市
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
五
十
八
校
が
都
大
路
に
健
脚
を
競
い
、

そ
の
結
果
、
2
時
間
8
分
5
秒
で
報
徳

学
園
（
兵
庫
県
）
が
V
2
を
達
成
し
ま

し
た
。

　
北
信
越
代
表
と
し
て
出
場
し
た
十
日

町
高
校
は
、
2
時
間
1
5
分
8
秒
で
40
位

と
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
高
校
チ
ー
ム
に
は
川
西
中
学

校
出
身
者
が
四
人
お
り
、
小
林
俊
久
選

手
が
花
の
一
区
1
0
キ
ロ
を
、
市
川
敦
選

手
が
ア
ン
カ
ー
（
七
区
）
と
し
て
5
キ

ロ
を
そ
れ
ぞ
れ
力
走
し
ま
し
た
。
櫃
間

光
徳
選
手
と
数
藤
和
明
選
手
は
、
今
回

は
走
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
　
「
次
回
こ

そ
は
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

都
…
一
…
≡
…
一

霞
一
＝
＝

強い精神力が必要
＊
走
っ
た
区
間

＊
タ
イ
ム

小林俊久君

（3年・中島町）

一
区
（
10
キ
ロ
）

　
　
　
　
32
分
21
秒

私
た
ち
三
年
生
に
と
っ
て
は
二
度
目

の
出
場
で
あ
り
、
ま
た
最
後
の
レ
ー
ス

で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
今
度
こ
そ
は

や
っ
て
や
ろ
う
」
と
思
い
大
会
に
挑
み

　耀

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
結
果
は
自
分
の
目

標
を
は
る
か
に
下
回
る
32
分
21
秒
と
い

う
記
録
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
一
区
で
の
つ
ま
ず
き
が
後
の
区
間

に
も
尾
を
引
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
。

　
も
し
、
私
が
目
標
タ
イ
ム
の
31
分
4
9

秒
ぐ
ら
い
で
走
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
次

の
走
者
も
他
校
の
ラ
ン
ナ
ー
と
の
争
い

の
中
で
、
自
分
の
力
を
十
分
に
出
せ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
を
経
て
最
も
深
く
心
に
焼

き
付
い
た
こ
と
は
、
大
き
な
大
会
で
も

自
分
の
力
を
出
し
き
る
こ
と
の
で
き
る

強
い
精
神
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
の
心
に
あ
る
ま
だ
ま
だ
甘

い
点
を
鍛
え
な
お
し
、
競
技
者
と
し
て
、

人
間
と
し
て
、
り
っ
ぱ
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

すがすがしい気分

君敦市ll

（3年・中屋敷）

＊
走
っ
た
区
間
　
七
区
（
5
キ
ロ
）

＊
タ
イ
ム
　
ー5
分
49
秒

　
わ
が
チ
ー
ム
は
、
調
整
合
宿
を
好
調

の
う
ち
に
終
え
、
目
標
で
あ
る
県
最
高

記
録
樹
立
へ
向
け
、
確
か
な
手
ご
た
え

を
感
じ
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
個
人

的
に
も
、
二
度
目
の
全
国
大
会
で
あ
る

こ
と
や
、
一
昨
年
と
同
じ
七
区
を
走
る

と
い
う
こ
と
で
、
お
く
せ
ず
し
て
走
れ

る
自
信
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
結
果
は
と
い
え
ば
、
必
ず

し
も
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
く
、
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
期
待
に

添
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
前

回
と
同
様
、
全
国
大
会
の
雰
囲
気
に
負

け
た
、
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
自
分

個
人
の
記
録
に
お
い
て
も
、
目
標
に
一

歩
及
ば
ず
、
高
校
生
活
最
後
の
レ
ー
ス

に
、
少
々
悔
い
が
残
り
そ
う
で
し
た
。

が
し
か
し
、
監
督
の
渡
辺
先
生
の
、
　
「

全
力
を
尽
く
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で

良
し
」
と
い
う
言
葉
に
、
救
わ
れ
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
が
、
今
ま
で
で
い
ち
ば
ん
完
全

燃
焼
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
し

た
後
は
、
と
て
も
す
が
す
が
し
い
気
分

で
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
そ

れ
が
い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
の
だ
と
、

い
ま
さ
ら
な
が
ら
痛
感
し
ま
し
た
。

　
成
績
不
振
は
、
大
会
ま
で
の
練
習
に

問
題
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
レ
ー
ス
中

死
に
物
狂
い
で
走
る
選
手
に
は
、
怠
慢

な
心
な
ど
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
良
き
ご
指
導
を
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ご
声
援

を
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。



【1311”1””II””1”ll”””“”lll””“1謄”””””””1””1”ll1”“1”””””1“1”””””””mlII”1””””1”””ll”””””””””11””ll”“広報かわにし／昭和60年　1月10日発行

あらゆる面でプラス

櫃間光徳君

（2年・伊友）

　
県
大
会
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
北
信
越
大
会
で
優
勝
し
て
地
区
代

表
に
な
り
、
全
国
大
会
行
き
を
決
め
ま

し
た
。
走
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
千
葉
県
の
順
天
堂
大
学
で
の
合
宿
を

経
て
の
京
都
入
り
で
し
た
。
期
末
テ
ス

ト
後
す
ぐ
だ
っ
た
の
で
、
や
や
体
調
を

く
ず
し
て
い
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
が
、

合
宿
を
終
え
て
京
都
入
り
す
る
こ
ろ
に

は
、
選
手
一
人
一
人
あ
る
程
度
調
子
を

．
派

　　鞭
麟耀

取
り
戻
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
打
倒
燕
高
校
、
新
潟
県
古
同
校
記
録
更

新
を
目
標
に
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
一

区
か
ら
激
し
い
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
、

苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
選
手
一

人
一
人
が
が
ん
ば
っ
て
、
2
時
間
15
分

8
秒
と
い
う
十
日
町
高
校
記
録
を
塗
り

替
え
る
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

選
手
全
員
必
死
に
走
り
き
り
ま
し
た
。

　
僕
は
走
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国

大
会
は
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

上
位
の
チ
ー
ム
と
下
位
の
チ
ー
ム
と
で

は
力
の
差
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
各
チ
ー
ム
の
力
が
接
近
し

て
い
る
た
め
に
、
同
タ
イ
ム
、
一
秒
差

な
ど
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
中
継
所

で
の
激
し
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

県
大
会
、
北
信
越
大
会
と
は
レ
ベ
ル
の

差
、
規
模
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
中
心
だ
っ
た

三
年
生
が
抜
け
、
一
、
二
年
生
が
中
心

と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
全
国
大
会
出

場
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
と
し
て
は
、
弱
い
精
神
面

を
強
化
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
努
力
を

重
ね
、
次
回
も
全
国
大
会
に
行
け
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今度は京都で走りたい

数藤和明君

（1年・沖立）

　
今
回
は
記
念
大
会
で
し
た
の
で
、
各

県
代
表
に
地
区
代
表
を
加
え
た
五
十
八

校
が
出
場
し
ま
し
た
。
十
日
町
高
校
は

北
信
越
代
表
と
し
て
出
場
し
た
わ
け
で

す
が
、
全
国
大
会
を
こ
の
目
で
見
て
、

鷲
璽

そ
の
壁
の
厚
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま

し
た
。

全
国
大
会
や
北
信
越
大
会
で
は
走
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
大
会
の
と
き
は

六
区
（
五
キ
ロ
）
を
区
間
二
位
の
1
6
分

10
秒
で
走
り
ま
し
た
。

　
学
校
で
の
練
習
の
ほ
か
に
、
早
朝
や

夜
間
の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
重

ね
、
5
キ
ロ
を
5
分
30
秒
く
ら
い
で
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
走
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
り

ま
す
。

　
十
日
町
高
校
に
は
、
い
い
ラ
ン
ナ
ー

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
力
を
合
わ

せ
て
県
大
会
を
突
破
し
、
今
度
は
正
選

手
と
し
て
京
都
で
走
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
．

わ
し
の
　
　
袖
．

　
　
　
　
　
止
目
慢
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
◎
鴨
マ

愛
蓼
蒙
彦
壕
湾
中
黛
譲
”
曜
髭
驚
φ
、

数
あ
る
趣
味
の
中
か
ら

　
「
絵
画
」
を
選
ぶ

　
　
東
善
寺

　
　
斎
藤
幸
雄
さ
ん

　
学
校
へ
行
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、
絵

は
好
き
で
も
な
ん
で
も
な
か
っ
た
と

い
う
斎
藤
さ
ん
は
、
十
二
、
三
年
前

に
フ
ラ
ン
ス
の
女
優
の
似
顔
絵
を
描

き
、
そ
れ
を
友
達
に
ほ
め
ら
れ
た
こ

と
が
心
に
焼
き
付
い
て
い
る
ら
し
い
。

　
　
「
私
は
、
い
っ
ぱ
い
趣
昧
が
あ
り

ま
し
て
ね
エ
。
オ
ー
ト
バ
イ
、
エ
レ

ク
ト
ー
ン
、
そ
れ
に
ダ
ン
ス
な
ど
も

や
っ
て
い
ま
し
た
」

　
と
こ
ろ
が
六
年
ほ
ど
前
に
階
段
か

ら
落
ち
、
左
手
首
を
複
雑
骨
折
し
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
　
「
そ
れ
か
ら
、
楽
し
み
を
絵

筆
に
切
り
替
え
た
の
で
す
。
ち

　
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
町
の
美
術

協
会
が
絵
の
講
習
会
を
中
学
校

な
ど
で
開
い
て
い
ま
し
た
。
月

二
回
く
ら
い
で
し
た
が
、
私
も

し
ば
ら
く
通
い
ま
し
た
」

　
気
の
向
く
ま
ま
に
油
絵
に
な

っ
た
り
、
水
彩
画
に
な
っ
た
り

と
の
こ
と
。

　
「
水
彩
画
は
制
作
期
間
が
短

く
て
い
い
で
す
ヨ
」

　
以
前
は
、
絵
の
通
信
教
育
を
受
け

て
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
は
コ

枚
の
絵
」
や
「
月
刊
ボ
ザ
ー
ル
」
と

い
う
本
を
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

　
「
夜
は
周
り
が
静
か
に
な
り
、
落

ち
着
い
て
描
け
ま
す
。
ダ
ン
ス
の
絵

は
鏡
の
前
で
ポ
ー
ズ
を
取
り
な
が
ら

描
き
ま
し
た
」

　
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の
代
わ
り
に
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
い

い
景
色
を
求
め
に
方
々
へ
出
か
け
た

と
の
こ
と
。

　
「
乗
鞍
へ
も
行
き
ま
し
た
。
海
は

年
ご
と
に
風
景
が
変
化
し
て
い
る
こ

と
も
知
り
ま
し
た
」

　
色
を
付
け
て
い
る
と
き
が
い
ち
ば

ん
楽
し
い
ら
し
い
。

　
「
で
き
上
が
り
を
頭
に
描
い
て
い

る
た
め
恐
ろ
し
さ
も
半
分
で
す
が
」

　
山
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
を
手
ご
ろ
の

大
き
さ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
く
、
こ

れ
が
斎
藤
さ
ん
の
抱
負
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
｛
蒙
　
　
慧
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
難
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

撚
鑛
“

大きな絵は「二十歳
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子守帯rママラ．キーm

　　　　使用の方へ

　ラッキー工業（株）社製子守帯

rママラッキーII」の製品欠陥か

ら、赤ちゃんの転落事故が発生し

ました。同社では、このrママラ

ッキーH」の回収を行っています。

　この製品には、背当てにrMA

MALUCKYln」とししゅう
してありますので、転落事故を防

止するために確認をお願いします。

◎子守帯rママラッキーH」につ

　いての連絡と返送先　〒503－

　24　岐阜県揖斐郡池田町青柳83

　－8　ラッキー工業株式会社

　奮058545－　3131

※不明な点がありましたら、役場

保健衛生課までお問い合わせくだ

さい。

電線にご注意を！

『
／
と

b
．
禽

　
留

へ
、
『

P
　
　

》

9
～
矯
．
蟹

　
　
§
．

　
　
謹
．

旺　
！

　感電事故に気をつけて、楽しい

冬を過ごしましょう。

》注意事項

①切れた電線にはぜったいさわ

　　らない

②雪下ろしのときは引込線に注

　　音
　　ノじヤ

③クレーン車のアームの動く範

　　囲に電線はないか

　④作業をするときは電線に注意

》連絡先

　東北電力十日町営業所〔盈152）

　3107〕

成人になられた皆さんへ

rあなたも検察審査員

　　　　に選ばれます」

　成人になられた皆さんは、選挙

権を持ち選挙人名簿に登録されま

すが、また選挙権とは別に検察審

査員に選ばれることがあります。

　検察審査会とは、皆さんの中か

らくじで選んだ審査員11人から成

り　（法律職にある人は審査員には

なれない）、検察官のした不起訴

処分等被害者の不服申し立てを審

査するのが主な仕事です。
　　　　　　　　　　　のっと　検察審査会は、民主主義に則っ

た刑事裁判の民主化制度で、検察

事務を正しくするため、民意を反

映させる唯一の制度です。

　交通事故、暴力事件などの犯罪

について検察官のした不起訴処分

に不満のあるときは、検察審査会

に申し出てください。

　検察審査会の事務局は、各地の

裁判所の中にあって、審査員の選

定事務、また不起訴処分に不満の

ある方の相談も行っています。

　審査の申し立て手続きには、い

っさい費用はかかりません。

》長岡検察審査会事務局〔長岡市

三和3丁目9番地28　裁判所構内

奮0258G5）2141〕

⑳⑦㊦、

rイ惣．らA

l今回は　1
～　　　　ありません・霧

鰯噛騰螺郷麟〆

川や湖の
水質保全に協力を

　有りん合成洗剤（リン酸塩を数

％～10％程度含むもの）から出る

リンが、流れの悪い川や湖に流れ

込むと、富栄養化が進み悪臭や藻

などの大量発生が起き、魚が死ん

だりします。

　琵琶湖では、この富栄養化が進

み深刻な状態であり、有リン合成

洗剤の不使用運動が展開されてい

ることは、皆さんご存じのことと

思います。

　また、無リンの合成洗剤や粉せ

っけんでも水は汚れますので、製

品の表示をよく読んで、使い過ぎ

ないようにしましょう。

　たいせつな水資源の水質保全に

ご協力ください。

働きながら

霞

高等学校教育を

　働きながら高等学校教育を受け

ることができる定時制・通信制課

程の昭和60年度入学生を次により

募集します。

⇔募集する学校

　定時制　県内の公立高等学校22

　　　　校26学級（十日町高等

　　　　学校は1学級40人）
　通信制　新潟高等学校（〒951

　　　　新潟市関屋下川原町2

　　　　丁目635番地）
　　　　高田南城高等学校（〒

　　　　　943上越市南城町3丁

　　　　目3番8号）
⇔応募資格

　＊昭和60年3月に中学校もしく

　　はこれに準ずる学校を卒業す

　　る見込みの人

　＊中学校もしくはこれに準ずる

　　学校を卒業した人

　＊中学校を卒業した人と同等以

　　上の学力があると認められる

　　人

　※年齢・性別を問わない

〈〉願書提出

　定時制　2月4日～2月13日（

　　　　正午）

　通信制　2月21日～4月10日
⇔学力検査（定時制課程だけ）

　　3月18日（月）　国語・数学

　　・英語・社会・理科について

　　全日制と同時に実施

⇔問い合わせ

　＊出願手続……出身中学校

　＊学習内容等……出願する高等

　　　　　　学校
　＊その他……県教育庁高等学校

　　　　　　教育課（〒951新

　　　　　　潟市一一番堀通町59

　　　　　　24番地）奮23－55

　　　　　　11内線3664・3665



【つ5】””1”1””””1””””O””1”””口””””“”””””1”””””1””lmlll“1””””1”””lll””””1”””1”ll”1””””””1””ll“1”””広報かわにし／昭和60年1月10日発行

出息
善　

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
過
疎
対
策
の
た
め
に
と

※
大
塚
冨
美
子
さ
ん
（
東
京
・
日
野
市
）

　
か
ら
七
十
万
円

囹
交
通
安
全
の
た
め
に
と

※
須
藤
製
作
所
（
下
原
）
か
ら
十
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
高
橋
建
さ
ん
く
伊
友
）
か
ら
五
万
円

※
詩
吟
神
風
流
川
西
支
部
か
ら
二
万
五

千
円

※
新
潟
川
西
農
協
婦
人
部
か
ら
一
万
三

千
三
百
五
十
円

※
上
野
地
区
婦
人
会
か
ら
一
万
五
千
六

百
二
十
八
円

※
喜
多
実
さ
ん
（
四
郎
兼
）
か
ら
一
二
万

円新
し
い
嘱
託
員

　
　
・
…
…
①

【
千
手
地
区
】

○
中
島
町

○
山
野
田

○
発
電
所
通
西

○
発
電
所
通
東

○
永
久
公
社

（
敬
称
略
）

入高星北太
沢橋名村田

忠寅　公政
義義隆男雄

○
栄
町

○
山
野
田
住
宅

○
県
営
住
宅

○
朝
日
町

〇
四
郎
兼

○
東
善
寺

○
上
町

○
中
央
町

○
田
中
町

○
神
社
町

○
学
校
町

○
中
屋
敷

○
寺
尾

○
木
島

○
沖
立

○
伊
友

○
高
原
田

○
坪
山

○
霜
条

○
鶴
吉

○
木
島
公
舎

【
上
野
地
区
】

○
上
野

○
新
町
新
田

〇
三
領

○
小
根
岸

【
橘
地
区
】

○
木
落

○
寺
ケ
崎

○
塩
辛

○
仁
田

○
野
口

○
原
田

○
根
深

○
下
原

鋸藍輪羅漿総綱鰍漿鰭離岱幕
直一　　忠善徳健昭芳順博佐欣正憲英幸　乙重
樹策弘重平一一一二子一文七造文一男男力和光

高水渡富
橋品貫井

菊忠力初
松雄夫枝

田
口
　
　
淑

清
水
邦
吉

藤
巻
　
　
博

羽
鳥
和
夫

大
久
保
武
義

根
津
健
治
郎

丸
山
和
徳

須
藤
博
英
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キ
ネ
つ
き
も
ち
は
ね
ば
り
ま
す

　
　
　

灘
灘
難
難
垂
　
蒙

六
日
に
、
収
蔵
民
具
を
使
っ
て
の
も
ち

つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
の
も
ち
つ
き
に
は
、

伊
友
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
か
ら
全
面
的

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
近
所
の
子
供
た
ち
四
十
人
ほ
ど
が
見

つ
め
る
中
で
、
支
度
が
で
き
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
の
道
具
は
全
部
寄
贈
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

　
カ
マ
ド
に
ま
き
を
く
べ
、
角
セ
イ
ロ

で
も
ち
米
を
ふ
か
し
、
そ
れ
を
木
の
ウ

ス
と
キ
ネ
で
つ
き
ま
す
。
つ
き
あ
げ
ら

れ
た
も
ち
は
一
斗
五
升
（
約
二
十
三
キ

ロ
）
で
す
。
こ
れ
は
大
人
の
仕
事
で
す
。

　
き
な
粉
は
子
供
た
ち
が
石
ウ
ス
で
代

わ
り
代
わ
り
ひ
き
ま
し
た
b

　
つ
き
た
て
の
も
ち
は
一
昧
違
い
ま
す
。

雑
煮
や
自
分
た
ち
で
ひ
い
た
き
な
粉
に

大
き
な
も
ち
を
入
れ
、
チ
ビ
っ
子
た
ち

は
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
上
村
政
基
さ
ん
か
ら
「
お

正
月
様
」
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

　
ボ
ク
は
六
杯
目
で
す

た
。　

「
百
年
ち
ょ
っ
と
前
の
話
で
す
。
い

ろ
い
ろ
の
こ
と
を
見
て
く
れ
る
コ
ト
の

神
様
が
ぞ
の
年
の
仕
事
を
終
え
て
、
山

の
上
で
正
月
の
神
様
と
行
き
合
い
ま
し

た
。
コ
ト
の
神
様
が
こ
れ
か
ら
行
っ
て

も
食
べ
る
も
の
も
な
に
も
な
い
と
い
う

と
、
正
月
の
神
様
は
、
あ
な
た
が
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
や
っ
て
く
れ
た
ん
で

私
が
行
く
と
、
お
正
月
が
き
た
、
お
正

月
が
き
た
と
み
ん
な
が
こ
ん
な
ご
ち
そ

う
を
し
て
く
れ
ま
す
。
　
“
油
の
よ
う
な

酒
に
雪
の
よ
う
な
マ
ン
マ
、
紅
の
よ
う

な
ト
ト
”
あ
な
た
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で

く
だ
さ
い
。
と
い
っ
て
別
れ
ま
し
た
。

一
年
を
反
省
し
て
か
ら
お
正
月
様
に
お

参
り
を
し
、
そ
れ
か
ら
年
取
り
の
ご
ち

そ
う
を
食
べ
、
い
い
お
正
月
を
迎
え
て

く
だ
さ
い
ね
」
。

　
子
供
た
ち
は
、
昔
の
も
ち
つ
き
を
体

験
し
た
り
、
　
「
お
正
月
様
」
の
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
り
で
、
心
ま
で
が
満
腹

に
な
っ
た
様
子
で
し
た
。
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礁翻麹認囎衡護勢畠建毒．留櫛．噺　
カ
ゼ
は
、
昔
か
ら
万
病
の
も
と
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ゼ
く
ら
い
と

あ
な
ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
日
本

人
は
年
に
四
、
五
回
ず
つ
ヵ
ゼ
を
ひ

い
て
い
る
と
の
報
告
さ
え
あ
り
ま
す
。

し
か
も
そ
の
多
く
が
寒
い
冬
に
集
中

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
の
の
ど
は
、
一
定
の
温
度

と
湿
度
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
冬
に
な
る
と
、
寒
さ
と
乾

燥
し
た
空
気
の
た
め
に
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
く
ず
れ
て
、
カ
ゼ
の
も
と
を
作

り
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

〈
カ
ゼ
を

ひ
か
な
い
た
め
に
〉

①不

規
則
な
生
活
を
し
な

　
い

②
偏
食
を
し
な
い

③
体
力
を
つ
け
る

④
厚
着
を
し
な
い

⑤
マ
ス
ク
・
ウ
ガ
イ
を
励

　
行
す
る

⑥
二
時
間
に
一
回
は
換
気

　
を
す
る

　
カ
ゼ
は
、
体
力
の
な
い

人
に
と
っ
て
は
油
断
の
で

き
な
い
病
気
で
す
。
低
抗

力
の
な
い
お
年
寄
り
や
病

人
、
そ
し
て
子
供
な
ど
が

い
る
家
庭
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　
カ
ゼ
は
、
お
年
寄
り
に
潜
在
し
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
引
き
起
こ

し
た
り
、
乳
幼
児
の
発
熱
、
下
痢
、

お
う
と
、
ひ
き
つ
け
な
ど
を
起
こ
し

た
り
し
ま
す
。
周
囲
の
人
が
よ
く
観

察
し
て
早
く
発
見
し
、
初
期
の
う
ち

に
治
す
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

轟

琢／ 一麿
静

1‘

　
〈
カ
ゼ
を

　
　
　
ひ
い
た
人
に
は
〉

①
安
静
、
保
温
に
努
め
、
十
分
な
睡

　
眠
を
取
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ

　
ま
し
ょ
う

②
消
化
の
よ
い
も
の
を
あ
げ
ま
し
ょ

　
）
つ

③
番
茶
な
ど
水
分
を
十
分
に
あ
げ
ま

　
し
ょ
・
つ

葛名昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

茂
野
ハ
ル
イ

清
水
善
平

星
名
ト
ミ

小
川
キ
サ

小
林
憲
一
郎

高
橋
　
モ
ト

　　　　下
坪上岩沖平高
　　　　新原
山野瀬立田田

八七七七七五
五九九八○○

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
⑳
雛
離

（
⑳
縮
蜘

b
．

り5餉
　
一

，
●

　
正
平
岩
瀬

　
朋
子
　
千
葉
県
か
ら

　
秀
三
　
大
白
倉

　
理
恵
神
奈
川
県
か
ら

小
わ
琶

騨
　
岬
項

　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

年
賀
客
大
炉
を
囲
む
大
炭
火

初
詣
村
一
本
の
道
を
踏
む

降
り
積
る
雪
の
結
晶
き
ら
め
き
て

雪
卸
す
す
っ
ぽ
り
雪
の
中
に
入
り

雪
積
る
真
昼
の
空
の
暗
や
み
て

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

留
守
の
家
に
小
さ
き
注
連
を
飾
り
け
り

飾
臼
父
の
達
者
で
在
る
う
ち
は

（
懸

（
懸

（
縣

五村稲田春北
十越毛口日堀
嵐

栄恵光　栄
子二子昭子明

墓野墓木高小
暴　皐　柳白
都口都落町倉
か　 か　 か

り　　ら　　り

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
し
ょ
，
つ

田
中
　
　
抄

　
　
た
か
ひ
ろ

滋
野
貴
洋

　
　
　
か
ず
や

丸
山
和
哉

　
　
　
み
　
き

高
橋
美
希

　
　
　
ち
は
る

小
川
千
春

　
　
た
か
ひ
ろ

保
坂
貴
弘

　
　
あ
す
か

関
口
明
日
香

　
　
　
　
蕪
．
．

正
樹
　
二
男
　
朝
日
町

義
和
長
男
野
　
口

正
樹
長
男
新
町
新
田

郁
男
長
女
坪
山

勲
　
三
女
発
電
所
通
東

康
栄
　
長
男
　
大
白
倉

宗
一

、
ン

長
女
中
島
町

誰
彼
に
恥
ず
る
こ
と
な
き
初
詣

横
町
に
犬
の
吠
え
ゐ
る
師
走
か
な

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

定
職
の
な
き
身
も
忙
し
年
の
暮

煤
払
う
窓
に
舞
い
来
し
ぼ
た
ん
雪

山
の
秀
の
樹
氷
き
ら
め
く
朝
日
か
な

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

雪
の
せ
て
い
よ
い
よ
紅
き
実
南
天

名
鐘
の
一
打
に
年
の
明
け
に
け
り

冬
木
立
よ
り
合
う
中
の
松
一
樹

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

何
は
と
も
あ
れ
雪
卸
し
年
用
意

雪
国
の
仕
事
始
め
の
雪
卸
し

三
ヶ
日
う
ち
は
紬
を
着
て
厨
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籍12月の交通事故発隼件教孝ii
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轄件　数1（2）12⑳轄
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轄傷者1（3）18伽轄
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心
配
ご
と
相
談

●
1
月
16
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
i

●
1
月
2
3
日
．
．
．
．
．
．
・
．
．
総
合
セ
ン
タ
ー

●
1
月
30
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
2
月
6
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

●
2
月
1
3
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
。

　
物
を
よ
く
見
て
何
が
詩
の
焦
点
で
あ

る
か
を
確
め
て
詠
ず
る
こ
と
。
徒
ら
に

理
屈
づ
け
を
し
な
い
で
簡
明
に
。

今
年
も
沢
山
の
ご
投
句
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

　
雪
山
初
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
近
詠

神
と
し
て
三
つ
雪
山
初
御
空

お
降
り
と
な
り
て
静
か
に
夕
暮
る
・

耳
飾
り
ゆ
ら
ゆ
ら
光
り
春
着
の
娘

初
風
呂
の
柚
子
の
香
残
る
夕
餉
か
な

元
朝
の
一
献
仏
へ
た
て
ま
つ
る

つ


